
六
十
九
日
間
（
一
年
生
は
六
十
七
日
間
）
の
第

一
学
期
が
終
了
し
ま
し
た
。
岡
山
県
に
緊
急
事
態

宣
言
が
発
令
さ
れ
、
参
観
日
が
二
回
中
止
と
な
っ

た
り
、
宿
泊
研
修
を
十
月
に
延
期
し
、
国
立
吉
備

青
少
年
自
然
の
家
に
変
更
と
な
っ
た
り
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
教
育
活
動
の

ね
ら
い
を
明
確
に
し
な
が
ら
取
組
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
日
の
終
業
式
で
は
、
各
学
級
の
が
ん
ば
り
を

振
り
返
り
、
み
ん
な
で
認
め
合
い
ま
し
た
。

一
・
二
年
生
は
、
元
気
な
あ
い
さ
つ
と
返
事
が

と
て
も
上
手
で
す
。
職
員
室
へ
の
入
り
方
も
「
失

礼
し
ま
す
。
」
と
言
っ
て
礼
儀
正
し
く
振
る
舞
っ

て
い
ま
す
。
毎
朝
の
花
や
野
菜
の
水
や
り
を
欠
か

さ
ず
行
い
、
二
年
生
が
よ
い
手
本
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

三
・
四
年
生
は
、
高
学
年
と
共
に
委
員
会
の
一

員
と
し
て
学
校
全
体
の
仕
事
を
が
ん
ば
っ
た
り
、

授
業
に
よ
り
集
中
し
て
取
り
組
ん
だ
り
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
「
ス
ズ
ラ
ン
の
園
」
の

魅
力
を
発
信
し
よ
う
と
、
一
人
一
人
が
楽
し
い
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
し
、
自
分
た
ち
で
ス
ズ
ラ
ン
の
園

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
掲
示
す
る
な
ど
活
動
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

五
・
六
年
生
は
、
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て

よ
り
よ
い
学
校
を
つ
く
ろ
う
と
「
自
分
ご
と
」
意

識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
「
あ
い

さ
つ
運
動
」
で
は
、
各
教
室
に
元
気
な
あ
い
さ
つ

を
届
け
る
と
共
に
、
「
廊
下
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。
」

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
率
先
し
て
加
え
て
く
れ
ま

し
た
。
学
校
全
体
を
考
え
て
行
動
す
る
視
野
の
広

が
り
を
頼
も
し
く
思
い
ま
す
。

明
日
か
ら
の
四
十
一
日
間
の
夏
休
み
も
、
目
標

を
も
っ
て
前
向
き
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。『
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』

も
い
よ
い
よ
開
幕
で
す
。
テ
レ
ビ
観
戦
で
は
あ
り

ま
す
が
、
お
目
当
て
の
ス
ポ
ー
ツ
や
選
手
に
大
き

な
声
援
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
数
々
の
ご
支

援
と
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

発行：令和３年７月１９日

新見市立新砥小学校

校長 赤木 倫子

保護者の皆様へ
新型コロナウイルス感染症防止

プール監視のお願い

①更衣室での３密（密閉・密集
・密接）を防ぎましょう。

②遊泳中は、大声を上げたり体
に触れたりしないようにしま
しょう。

③休憩中は、１ｍの間隔（両手
を広げた間隔）をとって、休
みましょう。

④登下校時は必ずマスクを着用
しましょう。

※安全なプール開放にご協力を
お願いいたします。

体みがき
「泳ぎたい！泳がせたい！」水泳学習

６月６日（日）のプール掃除。６月２３
日（水）のプール開き。その後の水泳授業。
そして、７月１５日（木）の参観日と、２
年ぶりにやっと水泳学習を行うことができ
ました。
あいにくの天候で、十分に授業時間を確

保することはできませんでしたが、子ども
達はきちんとめあてをもって授業に臨み、
参観日当日は、天候までも味方につけての
発表会となりました。
特に、６年生は「より速く・遠くまで」

を目標に、全校の手本となるような美しい
フォームでの泳ぎを魅せつけてくれまし
た。特別講師の山本公孝先生にも、お礼と
ともに子ども達のがんばりをご報告させて
いただきました。秋の陸上運動に向けて、
この意欲を継続させてほしいと思います。

１・２年生
顔つけやバタ足を
がんばったよ。

プール掃除
Before After

３・４年生
けのび、伏し浮きや
クロールをがんばったよ。

５・６年生
正しいフォームでの
クロールをがんばっ
たよ。

６年生の振り返り
・クロールで 50 ｍ泳ぐことができた。もっとタイムを縮め
るようにがんばりたい。 （林虹輝）

・小学校最後の水泳学習だったけど、37秒台も出てうれしか
った。校内新記録も出せてよかった。 （宮田蒼士）

・もっと平泳ぎやクロールのタイムを上げて新記録を出した
い。クイックターンにも挑戦したい。 （大橋範佳）

・本番で初めて 50 ｍ泳ぐことができて、自分でもびっくり
した。家族にほめられてうれしかった。 （坂本遥人）

・夏休みのプール開放では、平泳ぎにも挑戦
したい。 （岡田翔真）

・本番では一生けん命泳ぐことができた。夏
休みも続けたい。 （清水果穂）

・クロールの 25ｍで、21秒を切れるように、
もっと練習したい。 （江田志穂菜）

友だちの応援も
バッチリ！

【学校教育目標：未来を拓く，たくましい新砥っ子の育成】〈あ：愛情いっぱい ら：らしさ磨いて と：共に拓く子〉



◇学校評価アンケート（前期）◇
子ども達、保護者の方のアンケート結果についてお知らせ

いたします。学力向上の取組、自己肯定感育成の取組につい
て振り返ります。「そう思う」「ややそう思う」の肯定的な回
答をまとめました。

◇学力向上の取組について
①学年で決まった時間、家庭学習をしている。

（児童）・・・・２４名
（保護者）・・・２３名

②授業では、自分の考えを書き表したり、みんなに発表し
伝えたりする時間がある。
（児童）・・・・２７名
（保護者）・・・３０名

◇自己肯定感育成の取組について
①自分にはいいところがあると思う。

（児童）・・・・２１名
（保護者）・・・２６名

②友だちのよいところを見つけている。
（児童）・・・・２６名
（保護者）・・・３０名

③先生や家族などからほめてもらったり、友だちから「い
いなあ。」と言われたりする。
（児童）・・・・２５名
（保護者）・・・２８名

※アンケートにご協力いただきありがとうございました。
※家庭学習（宿題＋自主学習）と授業改善については、
肯定的な回答が多く、より達成感を高めていきたいと
思います。

※自己肯定感育成については、「自分のいいところ」を意
識できるよう学習や行事等を工夫し、自分を否定せず
ありのままを受け入れる気持ちやがんばりを見つける
気持ちを育てていきたいと思います。

８月

３０日（月） 第二学期始業式 給食開始 １７日（金） 避難訓練

発育測定 １５：００下校 定時退校日 １５:００下校

３１日（火） 学期始短縮授業 １９日（日） 新砥運動会

委員会 １５：００下校 ２０日（月） 敬老の日

９月 ２１日（火） 口座振替日 クラブ

１日（水） S メディアデー １５：００下校 ２２日（水） S メディアデー １５：００下校

２日（木） 移動図書館 ２３日（木） 秋分の日

７日（火） 代表委員会 ２５日（土） 運動会予備日

８日（水） S メディアデー １５：００下校 雨天時･･･運動会中止で土曜授業日

１５日（水） 運動会予行 ２７日（月） 振替休業日

S メディアデー １５：００下校 ２８日（火） 遠足

２９日（水） S メディアデー １５：００下校

※ 8月 22日(日)は奉仕作業です。
7:00 ～ 9:00 ３年生以上も参加をお願いします。

第３回：自分ごとプロジェクト
みんなの物も、自分の物も

大切に使おう

おめでとう・６月
読書目標達成賞
図書委員会より

自主学習プリント
７月表彰 13 名

最多貸出冊数
４２冊

夏休み中も続けて
がんばりましょう。

もっと自分が使った

物の後片づけを意識し

ましょう。

できたらシールを貼

りましょう。

振り返りより
シールが毎日貼れてい

る人がたくさんいて、新
砥小のみんなは、物を大
切にしていることがわか
りました。これからも続
けていきましょう。

数字で振り返ろう！
令和３年度：第１学期の新砥っ子たち

４月～６月の
図書貸出冊数
１２２１冊

１ヶ月一人平均１３冊
の貸し出しがありました。

さわやかチェック
３週連続達成者
２５名

ハンカチとティッシュ、
つめを毎週月曜日にチェ
ックしています。

自主学習プリント
達成者（４月～７月）
国語･･･延べ１３４名
算数･･･延べ１３０名
５月の達成者がとても

多くうれしい成果です。
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